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本日の話題
１ 環境学－環境におけるジェンダーの関わり
２ 国際機関の指摘するジェンダーと

環境の関係性
３ 環境分野の可能性
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(Economic and Social
Communication for Asia and the
Pacific, UN ESCAP, 2017)



１ 環境学－環境におけるジェンダーの関わり
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(Organization for
Security and Co-
operation in Europe,
OSCE,2009)



環境学の主な学術研究領域

• 化学、物理、生物、地学、医学
• 経済学、法学、社会学、政治学などほとんどすべての社会科学
• 環境計測・動態解析・モデリング学
• 環境影響・リスク評価学
• 環境技術（工学）
• 資源循環学
• 自然共生学
• 生物多様性保全学
• 環境計画・政策学
• 環境教育
• 持続可能性科学
• 放射線・化学物質健康影響科学

日本学術会議報告 環境学の俯瞰（環境学委員会環境化学分科会、2014）に加筆、抜粋

他にも・・・・
• 気候変動
• 地球惑星科学
• エネルギー
• 人口動態
• 環境化学
• 環境経済
• フューチャーデザイン
• 都市計画 など

環境と環境問題の解明、よりよい理解と環境問題の解決（持続可能な発
展）をめざす諸科学であり、自然科学のみならず人文社会科学も含まれる
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環境問題の歴史と女性の活躍
• エレン・シャロー・リチャーズ（1890年に初めて全米の水質調査を
行い衛生工学、環境のしくみを提唱）

• ルーシー・ディーン（1898年最も早いアスベストの健康被害報告）
• バーバラ・ワード（1972年かけがえのない地球）
• 猿橋勝子（水爆実験による放射性物質環境汚染調査や女性科学者顕
彰制度の設立）

• レイチェル・カーソン（1970年代 「沈黙の春」農薬と生物濃縮、
生物の耐性獲得による生態系への影響）

• シーア・コルボーン（1990年代 「奪われし未来」内分泌かく乱化
学物質による生態系への影響）

• 中西準子（1990年代 下水道の見直しと環境リスクの体系化）
• ワンガリ・マータイ（1970年代から貧しい女性たちと「グリーンベ
ルト運動」開始。「もったいない」。環境分野で初のノーベル平和
賞を受賞。ケニア人女性）

産業・公害

12既存の流れにとらわれない問題提起や取組みは、
女性科学者らの研究や活動がきっかけとなった面がある。

都市
・
生活

地球
環境



最近の環境問題と国際的な動き
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２ 国際機関の指摘するジェンダーと環境の関係性

(Economic and Social
Communication for Asia and the
Pacific, UN ESCAP, 2017)



G-E Nexus (UNESCAP 2019)

ジェンダーとSDGs
は環境でも接点

15A.土地、資源、多様性の権利 B.食品、エネルギー、水、衛生 C.気候変動、生産、消費、
健康、豊かな生き方 D.あらゆるレベルの環境の意思決定に女性の関与を



安全な水、衛生設
備、クリーン燃料
へのアクセス；災
害からの回復力

安全な水と衛生設備
へのアクセス；廃水
の処理；統合された

水管理

環境曝露にお
ける不平等の
軽減；基本的
な環境サービ
スとインフラ
への平等のア
クセス権

排水管理；海洋資源
の持続可能な利用

環境リスクを中心としたSDGsにお
ける健康と他の目標との関係

安全な水と燃
料とジェンダー

安全な水と衛生、
統合水管理

エネルギーへの
アクセス

安全な職場と健
康的な働き方

弾力性のあるインフラ

格差の解消、インフラへの平等なアクセス

十分な住宅、交通、安全な廃棄物管理

リサイクル、大気中への排出削減

気候変動緩和、適応

海洋資源の
賢明な利用

陸域の
多様性

平和と正義：
情報への平等
なアクセス

持続可能な連携

貧困世帯にも安全な水、衛生設備、クリーン燃料

食糧、栄養の改善

安全な水と衛生設備のある
学校、持続可能性の教育

健康問題の1/4
は環境から

『環境に起因する疾病の予防』
2016、浅見監訳、科学院HP

格差の是正、
人口減少社
会への対応、
政策の概観
が必要

16=ほとんどの課題がジェンダーに関連



パリ協定とジェンダー

• 2015年に採択された気候変動対策の法的枠組
である「パリ協定」でも、前文及び第七条で
ジェンダー主流化の必要性が謳われており、人
権、男女、年代間の平等、衡平への配慮が必要
とされている。気候変動に関連する活動資金提
供の評価項目にジェンダーに関する行動計画等
が含まれるほか、エネルギーや生活に関連した
環境問題の対策には女性の一層の参画が必要不
可欠と考えられている。
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薪の収集と料理時間の男女差
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３ 環境分野の可能性

19
https://www.slideshare.net/SitraFund/sustainabili
ty-human-wellbeing-and-the-future-of-education



https://www.stat.go.jp/data/kagaku/ke
kka/topics/topics80.html 20

広義の環境関係は
上位にも

https://www.stat.go.jp/data/kagaku/kekka/topics/topics80.html


https://www.stat.go.jp/data/kagaku/ke
kka/topics/topics80.html

専門分野では理工
学は下位に集中

＜前ページから続き＞
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https://www.stat.go.jp/data/kagaku/kekka/topics/topics80.html


https://www.stat.go.jp/data/kagaku/kekka/topics/topics80.html

工学などで女性研
究者の増加傾向

大学等における研究者の男女・専門分野別増減率
（2003から2013の変化）
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環境関係は女性増？

https://www.stat.go.jp/data/kagaku/kekka/topics/topics80.html


学生がLeaky 
Pipelineでやめて
いるのと、上の
世代が多い学会

もともと女性比率が
低い分野

学生比率は高いの
で一般会員でも
残ってほしい分野

環境関係は潜在的に
は女性が多い可能性
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https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain/20200123moonshot1.pdf
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環境－ジェンダーネクサスの可能性
• Sustainability for Well-being
少子高齢化、働き方改革
（男性も女性も働きやすい社会へ）

• From Efficiency to Sufficiency
効率から満足度へ、モッタイナイ、
フードロスの削減、エネルギー問題

• Society 5.0 –ex.Smart Consutruction

25Komatsu
HPより



持続的に、
人が豊かに生きるた
めに、そして、
教育の未来
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https://www.slideshare.net/SitraFund/sustainability-human-
wellbeing-and-the-future-of-education



科学技術と環境・ジェンダー
（将来の連携）

科学技術

環境 ジェンダー・
ダイバーシティー
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まとめ
• 環境分野における科学技術、ジェンダーの役
割は重要

• 環境の活動、情報を活用した実践などに女性
活躍の余地は大きく、継続的につなぎとめる
ことができれば潜在的に社会構造の変革に大
きな効果がある可能性（社会活動、企業の働き方
改革、クラウドファンディングなどとも関係）

（UNESCO, 2017） 

環境教育の
活用
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